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最近の香港事情

輝く香港の夜景

コロナ営業規制で変
わるランカイフォン

の人出



香 港 の デ ー タ



香港（Hong Kong） 基礎データ

一般事情：中国復帰２０年を迎えた香港
1 面積 1,106平方キロメートル（東京都の約半分）
2 人口 約734万人（2016）
3 民族 中国系（約91％）
4 言語 広東語，英語，中国語（普通話：マンダリン）ほか
5 略史 ○南京条約（1842年）により香港島が，北京条約（1860年）により九龍半島の先端が英国領土。

○1898年英国は中国との租借条約により235の島を含む新界の99ヵ年にわたり租借。
○1984年12月19日 1997年7月1日をもって香港を中国に一括返還する旨の英中共同声明署名。
○1990年4月 中国全国人民代表大会にて「香港特別行政区基本法」が成立。
○1997年7月1日 中国に返還。 ⇔ 返還 ２３年が経過

政治体制：「高度な自治」を持つ行政区
1 政体 中華人民共和国香港特別行政区（Hong Kong Special Administrative Region：SAR）
2 元首 習近平中国国家主席
3 議会 立法会（70議席）
4 政府 香港特別行政区政府

トップは，林鄭月娥（Carrie Lam）行政長官（2017年7月1日就任）



内政：「一国二制度」 （中国の支配強化により形骸化）
「中華人民共和国香港特別行政区基本法」において，香港特別行政区に「高度な自治」を認め，社会主義
制度と政策を実行せず，従来の資本主義制度と生活方式を維持し，50年間変えないと定めているが、本年
6月30日深夜に施行された「香港国家安全維持法」により言論の自由な香港の中国政府の支配が進んでい
るといわれている。。

経済概況：中国と切り離せない香港、そして中国とアメリカの摩擦でに揺れる香港経済
（1）透明な法制度，簡素で低率の税制（法人税16.5％，個人所得税最高税率15％）
（2）貿易，金融，不動産，観光，流通などのサービス産業がGDPの90％以上
（3）1997年7月のアジア金融・経済危機以降、中国本土との経済関係強化が進む。

2003年7月 中国大陸からの香港個人旅行の解禁
2004年1月 中国本土・香港経済連携緊密化取決め（CEPA）施行 ⇒ 香港経済は急速に回復

（4）リーマンショックにより香港も2008年のGDP成長率は+2.1％と大きく減速したが，2009年以降，大陸経済の
回復・成長に伴い香港経済も連動して好調を維持した。

（5）2014年以降 「一帯一路」構想を踏まえた新たなビジネス機会等を模索
中国の新たな経済発展のため香港はマカオ・広東省と一体となった
粤港澳大湾区計画の中で新たな取組みが進められている。

（6）現在 昨年6月「逃亡犯条例」修正法案にする抗議活動に始まり、香港国家安全維持法の制定等が進む
中で中米の対立が激化し、米国の中国（香港を含む）経済制裁の波が香港に寄せている。



2019年訪日旅行客数の国別内訳

年別訪日旅行者の推移 2019

〇香港人訪日旅行者の特徴
■香港人の渡航先別順位（2017 年）
1位 中国本土（79,795,890 人）
2位 マカオ（6,163,599人）
3位 日本（223 万 1,568 人）
4位 台湾（169 万 2,063 人）
5位 タイ（82 万 1,064 人）
6位 韓国（65 万8,031 人）
7位 シンガポール（46 万 5,781 人）

■香港の消費者は日常的に SNS の情報

に触れることで、訪日旅行需要が喚起さ
れている。その土地ならではのものや、
その季節にしか見られないものなど、話
題性のある情報は注目度が高い。



香 港 点 描（抗議活動からコロナ蔓延の今）



各抗議活動１周年の活動が
予想されたが、集合制限令お
よび香港国家安全維持法の
施行により活動は抑えられて
いる

政府抗議活動の推移



香港のBNO（英国海外市民）が英国政府に英国籍を求めたが英国は拒否 2019.9.26.記事

※BNO:香港を英国が統治
していた1997年以前、申請

した香港市民に発行してい
たもの。旅券であって必ず
しも英国籍保有を意味して

いない。英国永住権も無い。

逃亡犯条例抗議活動とその後

BNO保持（取得対象者）の

滞在期限延長、永住権取
得に道筋

現在



橋の下（料金徴収所）

橋を向こう

ホンハム海底
トンネル入口

11/14 
トンネルは封鎖、
橋は渡れた

11/15
徴収所は焼かれ
橋も封鎖

１１/１５ 普段と変わらないカフェテラスの賑わい
抗議活動現場とそこから離れた街の様子

抗議場所以外は平穏
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投票所に続く長い列（左）
2019.11.24. SUN

【銅鑼湾】

民主派が圧勝した区議会議員選挙
－政治意識が高い香港市民－



中環（Pedder Street)の風景変化（コロナ前後）
－見えないウイルスの蔓延を人の活動規制でコントロール－

物資を故郷フィリピンに
送るメイドさんたち

コロナ前の
賑わい
2019.10.27.

コロナによる
集合制限実施
2020.05.23.



コロナ感染症の影響

地域でコロナ患者が発生し
入場禁止となった観光地
錦田吉慶園 2020.04.25.

閉店したレストラン
尖沙咀 2020.06.13.

※コロナで一番影響を受けた業種が観光関係、高級土産
物（インバウンド減少）及び飲食関係（営業規制）等である。



（図）香港における1日の新規感染者数及び過去7日間平均感染者数

香港政府新聞處(Information Services Department、ISD)からの社会的距離測定措置の緩和に関する情報（2020年9月16日）
・香港政府は、防疫抗疫(ビジネスと施設)規則(Cap.599F)、(集団の会合)規則(Cap.599G)及び(マスク着用)規制(Cap.599I)の指示及び仕様を官報で公示し、段階
的かつ秩序ある方法で、社会的距離措置を引き続き緩和する。
・9月18日から、店内飲食が認められる時間を深夜(0;00)まで延長する。
・感染リスクが高いために営業が認められていなかったバー・パブ、浴場、公共の娯楽施設(テーマパークや展示場を含む)、宴会場、クラブやナイトクラブ、カラ
オケ施設、プールを再開する。また、フィットネスセンター及びスポーツ施設におけるマスクの着用及び集団の配置に関するものを含め、現在Scheduled 
Premisesに適用されている制限を緩和する。
・上記の指示は、9月18日午前0時0分から9月24日までの7日間有効となる。
・店内飲食時の各テーブル間は、少なくとも1.5ｍの距離又は何らかの仕切りがなければならないという要件は維持する。客席数は通常の客席数の50%を超え
てはならず、1テーブルに4人以上一緒に座ってはならない。

香港のコロナ「第３波」

は収まりの兆しを見せ
て今は緩和に転じてい
るが、状況に応じて強
化されることも起こる。



熊本県産農林水産物の輸出



（県調べ）
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2018年度県産農林水産物等の輸出実績

○平成２９年度県産農林水産物等の輸出額は過去最高を更新し、５３億９千万円となった。
○農林水産物いずれも順調に輸出を伸ばし、対前年度比１１１％となった。
〇「熊本復旧・復興４カ年戦略」における目標を２年前倒しで達成した。（県調べ）

香港
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(参考)日本産農林水産物等
輸出に占める香港の地位

2018年



（県調べ）

2018年度 農産物等の品目別・国別輸出状況



売り台に並ぶ熊本県産品

Ｃｉｔｙｓｕｐｅｒ
Times Square店

2019.11.24.



Don Don Donki の開店 ２０１９．７．
※2019年12月12日 荃湾（2番目の店舗）
※2020年7月7日 銅鑼湾（3番目の店舗）

日本発の低価格販売の先駆け

24時間営業
生鮮・惣菜の充実

店がコロナ禍の香港
で新たな娯楽の場に

開店時は熊本産トマト 売り場に見る熊本千成堂 阿蘇ミルク

焼芋当販売
熊本産も？



Don Don Donki に設置された熊本コーナー Tsuen Wan店

イチゴ 2020.01.13.

春メロン＋スイカ
2020.06.18.

※産地名を出して産直感を提供



（参考）新たに見かけた熊本所縁の商品（くまモンの付いた食品）

コンビニ：サークルK
アイスクリーム（弘乳舎）

化粧品店：SASA カントリーマアム球磨栗（不二家）

香港山崎パン
クリームステック

（デコポン、メロン）

※クリーム原材料に熊本産

※熊本企業製造

※球磨栗使用

常に新しい商品を求め
る香港人消費者に向け
て、香港側企業は日本
の商品を探しています。



分類 1月 2月 1+2月 3月 4月 5月 1～5月

スーパー 122.3 110.8 116.6 118.4 110.6 110.0 114.4

(+10.2) (+12.2) (+11.1) (+15.3) (+14.4) (+7.3) (+11.8)

デパート(全体) 83.1 41.8 62.5 56.3 73.1 84.6 67.8

(-27.0) (-58.0) (-41.4) (-43.3) (-17.9) (-37.8) (-37.0)

スーパー＋デパート 125.0 111.7 118.3 115.6 111.1 112.4 115.1

※デパートは食品部門 (+10.5) (+11.6) (+11.0) (+16.1) (+17.1) (+7.4) (+12.4)

2020年1月～5月 小売売上げ指数（2014年10月～2015年9月平均月指数=100）

注：下段（ ）は前年同月比

日本産商品の傾向（板東私見）
① 品目・量が増加し、ブランド商品もコモディティ商品化に向かう傾向が見られる。
② 新しいものが好きな香港人は次の商品を求めており、販売側も新商品を求めている。
③ 流通ルートが多様化して香港と日本の距離がどんどん縮まっている。
④ 香港人の目を引く商品は、商品＋体験（旅行等での）をメディア・SNS発信が伴っている。

コロナ期間でも（だから）販売が伸びる食品部門



当事務所 Facebook ページに投稿しませんか？

http://www.facebook.com/kumamotohkg/

熊日をはじめ熊本県の記事を広東
語に翻訳して発信しています！

くまモン来訪や熊本に縁の
ある店を知らせています！

FBでは
12,516人
2020.9.18
時点

お問い合わせは熊本県香港事務所 板東 まで
メールアドレス：bando@kumamoto-hk.com
電話：+852-3582-4533（事務所）、+852-6778-2133（携帯）

http://www.facebook.com/kumamotohkg/
mailto:bando@kumamoto-hk.com


ご清聴ありがとうございました


